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―主な活動は―
◆税や財政・企業経営などをテーマとした講演会やセミナーを開催して
います。
◆最新の税制や経営情報を提供しています。
◆様々な分野の経営者が集まって異業種交流を行っています。
◆充実した福利厚生制度により企業や従業員の安心をサポートします。

●入会のお申し込み・お問い合わせはお近くの法人会事務局までご連絡ください。
上記は法人会の標準的な活動を紹介しています。法人であれば規模、業種を問わず法人会にご加入いただけます。
会費はそれぞれの法人会によって異なります。

　法人会は、適正な申告納税をめざす企業の
間から生まれた団体です。
　地域経済の中核を担う中小企業の活性化に
つながる税制改正提言や、未来を担う子供達
に租税教育を行うなど、会員企業が自ら中心
となって様々な活動を展開し、地域社会のお
役に立ち信頼される存在になろうと努めてお
ります。

めざします。企業の繁栄と社会への貢献めざします。企業の繁栄と社会への貢献

全国法人会総連合会長
大橋　光夫

全法連は、約100万社の会員企業
41都道県に442の会を擁する団体です。

財団法人 全国法人会総連合

法人会では皆様のご参加をお待ちしています。

〒160-0002　東京都新宿区坂町 13-4
TEL.03-3357-6681　http://www.zenkokuhojinkai.or.jp

Ｑ
．
納
税
者
の
利
便
性
で
す

か
…
…
具
体
的
に
は
？

藤
原　

豊
島
税
務
署
で
は
平

成
20
年
５
月
か
ら
署
の
１
階

入
口
付
近
に
「
総
合
窓
口
」

を
設
置
し
て
、
１
つ
の
窓
口

で
来
署
さ
れ
た
納
税
者
の
応

対
を
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

納
税
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る

際
に
、
所
得
税
や
法
人
税
、

消
費
税
と
い
っ
た
複
数
の
税

目
に
わ
た
る
場
合
は
、
そ
の

担
当
部
署
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
こ
の
総
合

窓
口
だ
け
で
済
み
ま
す
。

ま
た
平
成
21
年
７
月
か
ら

は
「
内
部
事
務
一
元
化
」
と

し
て
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
一
体

的
な
事
務
処
理
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
事
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
確
定
申
告
期
に
も
効
果
を

発
揮
し
そ
う
で
す
ね
。

藤
原　

そ
う
で
す
ね
。
た
だ

確
定
申
告
期
は
、
申
告
の
期

限
（
所
得
税
は
３
月
15
日
）

が
近
づ
く
に
つ
れ
て
署
内
は

大
変
な
混
雑
と
な
り
ま
す
の

で
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
も
ご

利
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
藤
原
署
長
は
税
務
署
の

在
り
方
、
納
税
者
と
の
接
し

方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

藤
原　

納
税
者
の
皆
さ
ま
に

は
親
切
、
丁
寧
な
態
度
で
接

し
、
親
し
ま
れ
る
税
務
署
に

な
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
善
良
な
納
税
者

の
皆
さ
ま
が
課
税
の
不
公
平

感
を
持
つ
こ
と
が
な
い
よ
う
、

悪
質
な
脱
税
、
申
告
漏
れ
に

対
し
て
は
厳
正
な
姿
勢
で
臨

む
こ
と
で
、
税
務
行
政
へ
の

理
解
と
信
頼
を
得
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
人
の
心
の
わ
か
る
心
」

を
大
切
に
し
て
、
少
し
で
も

心
の
痛
み
が
分
か
る
税
務
職

員
と
し
て
仕
事
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ま
た
、
税
務
署
ま
で
お
越

し
い
た
だ
か
な
く
て
も
、
東

京
税
理
士
会
豊
島
支
部
の
ご

協
力
で
、
豊
島
区
役
所
の
隣

に
あ
る「
生
活
産
業
プ
ラ
ザ
」

で
、
小
規
模
事
業
者
の
方
な

ど
の
た
め
に
支
部
の
会
員
税

理
士
に
よ
る
無
料
相
談
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
ち
ら

も
ご
利
用
を
お
願
い
し
た
い

で
す
。

Ｑ
．
地
元
も
一
丸
と
な
っ
て

確
定
申
告
に
取
り
組
む
ん
で

す
ね
。
と
こ
ろ
で
豊
島
署
が

位
置
す
る
池
袋
は
活
気
あ
る

繁
華
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

す
が
。

藤
原　

池
袋
は
わ
が
国
有
数

の
繁
華
街
と
ビ
ジ
ネ
ス
街
、

歓
楽
街
が
混
在
す
る
副
都
心

と
し
て
町
並
み
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
豊
島
税
務
署
は

池
袋
だ
け
で
な
く
、
豊
島
区

全
域
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

周
辺
に
は
立
教
大
学
、
学
習

院
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
文

京
地
区
、
さ
ら
に
は
、
伝
統

文
化
、
下
町
文
化
が
色
濃
く

残
る
巣
鴨
、
駒
込
地
区
な

ど
、
特
色
が
あ
っ
て
個
性
豊

か
な
エ
リ
ア
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。

平
成
20
年
６
月
に
は
池
袋

か
ら
新
宿
、
渋
谷
ま
で
を
結

ぶ
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
が

開
業
し
ま
し
て
、
池
袋
西
口

に
は
『
エ
チ
カ
』『
エ
ソ
ラ
』

と
い
っ
た
商
業
施
設
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

今
年
９
月
に
は
同
じ
西
口
の

駅
前
広
場
が
ほ
ぼ
完
成
す
る

予
定
で
再
開
発
が
進
ん
で
い

ま
す
。

Ｑ
．
管
内
の
納
税
者
の
特
徴

は
あ
り
ま
す
か
？

藤
原　

豊
島
区
の
総
人
口
は

約
26
万
６
千
人
（
平
成
22
年

12
月
１
日
現
在
）
で
、
個
人

所
得
税
の
確
定
申
告
件
数
も

６
万
件
を
超
え
ま
す
。
管
内

の
法
人
数
は
約
２
万
社
で
、

法
人
中
心
の
税
務
署
と
い
え

ま
す
。

業
種
は
地
域
に
よ
っ
て
偏

り
は
あ
り
ま
す
が
、例
え
ば
、

池
袋
周
辺
は
飲
食
業
が
多
く
、

そ
の
ほ
か
の
地
区
で
は
、
製

造
業
や
卸
売
業
、
小
売
業
、

建
設
業
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
構
成
で
す
。

Ｑ
．
豊
島
税
務
署
は
ず
い
ぶ

ん
大
き
い
税
務
署
な
ん
で
す

ね
。

藤
原　

最
近
で
は
経
済
取
引

の
国
際
化
や
Ｉ
Ｔ
化
、
そ
し

て
社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
、

調
査
・
徴
収
事
務
が
増
大
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、

豊
島
税
務
署
で
は
現
在
、
約

２
０
０
人
の
職
員
が
適
正
な

申
告
納
税
を
実
現
す
る
た
め

に
、
納
税
者
の
皆
さ
ま
の
利

便
性
向
上
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
事
務
効
率
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
ま
も
な
く
確
定
申
告
の

時
期
で
す
ね
。

藤
原　

２
月
16
日
か
ら
平
成

22
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

還
付
申
告
の
方
は
、
そ
の
前

か
ら
申
告
書
の
提
出
が
で
き

ま
す
。

確
定
申
告
期
は
多
数
の
納

税
者
の
皆
さ
ま
と
接
す
る
時

期
で
す
の
で
、
納
税
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、

自
書
申
告
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
期
限
内
収
納
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
．
自
書
申
告
と
は
申
告
書

を
自
分
で
作
る
と
い
う
こ
と

で
す
よ
ね
。
難
し
く
は
な
い

で
す
か
？

藤
原　

豊
島
税
務
署
で
は
確

定
申
告
期
、
署
の
２
階
に
申

告
書
作
成
会
場
を
設
置
し
ま

す
。
会
場
に
は
パ
ソ
コ
ン
を

36
台
設
置
し
、
金
額
等
を
入

力
す
る
こ
と
で
申
告
書
が
自

動
で
作
成
さ
れ
る
「
確
定
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き

る
方
は
こ
こ
で
作
成
で
き
ま

す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合
は

会
場
に
い
る
職
員
が
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
作
成
コ
ー

ナ
ー
は
設
け
ら
れ
て
い
ま
し

て
、
そ
こ
で
作
成
し
た
申
告

書
は
そ
の
ま
ま
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

で
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
会
社
や
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
か
ら
確
定
申
告
で
き

豊島税務署　藤原修志署長に聞く

ま
す
。

Ｑ
．
税
務
署
に
行
か
な
く
て

も
確
定
申
告
で
き
る
ん
で
す

か
！

藤
原　

所
得
税
の
確
定
申
告

の
期
間
中
は
24
時
間
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
忙
し
く
て
時

間
の
取
れ
な
い
方
は
特
に
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
は
源

泉
徴
収
票
や
医
療
費
の
領
収

書
と
い
っ
た
書
類
に
つ
い
て

提
出
が
省
略
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
（
３
年
間
の
保

存
が
必
要
）。

還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
も

早
い
ん
で
す
よ
。
通
常
の
還

付
申
告
で
は
６
週
間
程
度
か

か
り
ま
す
が
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

な
ら
ば
３
週
間
程
度
で
還
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

わ
が
国
有
数
の
繁
華
街
、
池
袋
。
近
年
は
再
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
グ
ル
メ
、
文
化
的
な
発
信
ス
ポ
ッ
ト
、
歓
楽
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
注

目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
池
袋
西
口
に
位
置
す
る
の
が
豊
島
税
務
署
だ
。
平
成
22

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
前
に
、
豊
島
税
務
署
で
は
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
、
豊
島
税
務
署
の
藤
原
修
志
署

長
に
今
年
の
確
定
申
告
の
最
新
情
報
、
そ
し
て
豊
島
区
の
税
務
行
政
と
納
税
者
に
対

す
る
思
い
に
つ
い
て
聞
い
た
。（
敬
称
略
）

地元と連携しスムーズな地元と連携しスムーズな確定申告確定申告

＜プロフィール＞
藤原　修志（ふじわら　しゅうし）
愛媛県出身。税務大学校教授、千葉西税務署長、東京国税局消
費税課長、広島国税不服審判所部長審判官、江戸川北税務署長
を経て、現職。趣味は、散歩、夫人との温泉バス旅行。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
軽
に人

の
心
の
わ
か
る
心
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な
っ
た
」
と
い
う
事
態
も
防

い
で
く
れ
る
。
青
色
申
告
の

メ
リ
ッ
ト
の
中
で
も
人
気
の

高
い
制
度
だ
。

平
成
23
年
度
税
制
改
正
で

は
、
こ
の
欠
損
金
の
繰
越
控

除
制
度
に
つ
い
て
、
利
用
を

一
部
制
限
す
る
見
直
し
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

現
行
で
は
、
繰
越
控
除
で

き
る
「
控
除
限
度
額
」
は
、

繰
越
控
除
し
な
い
も
の
と
し

て
計
算
し
た
「
そ
の
事
業
年

度
の
所
得
金
額
」
だ
。

こ
れ
が
同
23
年
度
改
正
で
、

繰
越
控
除
を
す
る
事
業
年
度

の
繰
越
控
除
前
所
得
の

「
80
％
」
ま
で
し
か
控
除
で

き
な
く
な
る
。

現
行
制
度
で
は
、
繰
越
欠

損
金
の
額
が
１
５
０
万
円
で
、

そ
の
事
業
年
度
の
繰
越
欠
損

金
控
除
前
の
所
得
金
額
が
１

０
０
万
円
な
ら
、
１
５
０
万

円
の
う
ち
１
０
０
万
円
が
損

金
に
な
り
、
そ
の
事
業
年
度

の
所
得
金
額
は
ゼ
ロ
だ
。
同

23
年
度
改
正
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
同
じ
ケ
ー
ス
で
は
80
万

円
し
か
控
除
で
き
な
く
な

る
。な

お
、
青
色
申
告
書
を
提

出
し
な
か
っ
た
事
業
年
度
の

災
害
に
よ
る
損
失
金
の
繰
越

控
除
制
度
に
お
け
る
控
除
限

度
額
に
つ
い
て
も
同
様
の
措

置
が
と
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
控
除
限
度

額
制
限
は
一
部
大
企
業
の
み

対
象
で
、
中
小
企
業
は
対
象

外
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
い
う

中
小
企
業
と
は
、
①
普
通
法

人
で
資
本
金
１
億
円
以
下
の

法
人
（
資
本
金
５
億
円
以
上

の
法
人
の
１
０
０
％
子
会
社

は
除
く
）
②
公
益
法
人
等
③

協
同
組
合
等
④
人
格
の
な
い

社
団
等―

―

の
こ
と
。
昨
年

度
の
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
導

入
の
影
響
で
、「
大
会
社
の

１
０
０
％
子
会
社
」
が
中
小

企
業
の
範
ち
ゅ
う
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、同
23
年
度
改
正
で
、

繰
越
控
除
で
き
る
期
間
が
現

行
の
７
年
間
か
ら「
９
年
間
」

に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
ち
ら
は
法
人
の
規
模

に
関
わ
り
な
く
一
律
の
措
置

と
な
っ
て
い
る
。

中
小
企
業
は
胸
を
な
で
下

ろ
し
、
大
企
業
に
と
っ
て
は

厳
し
い
改
正
だ
が
、
こ
れ
は

法
人
税
の
税
率
引
き
下
げ
と

引
き
換
え
の
措
置
と
い
う
位

置
付
け
だ
。

大
企
業
対
象
の
繰
越
欠
損

金
控
除
の
「
控
除
限
度
額

80
％
」
は
、
平
成
23
年
４
月

１
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業

年
度
か
ら
適
用
。

繰
越
控
除
期
間
の
９
年
間

へ
の
延
長
は
同
20
年
４
月
１

日
以
後
に
終
了
し
た
事
業
年

度
で
生
じ
た
欠
損
金
額
か
ら

適
用
で
き
る
。

な
お
、
拡
充
で
あ
る
「
９

年
間
延
長
」
を
希
望
す
る
中

小
企
業
は
多
い
と
予
想
さ
れ

る
が
、
こ
の
措
置
は
「
そ
の

欠
損
金
が
生
じ
た
事
業
年
度

の
帳
簿
書
類
の
保
存
」
が
適

用
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
繰
越
期
間
延
長
に

合
わ
せ
て
法
人
税
の
欠
損
金

額
に
係
る
更
正
の
期
間
制
限

が
現
行
の
７
年
か
ら
９
年
へ

延
長
、
更
正
の
請
求
期
間
も

９
年
と
さ
れ
た
。

帳
簿
保
存
で
控
除
９
年
間

「
欠
損
金
の
繰
越
控
除
制

度
」
は
、
欠
損
金
（
赤
字
）

を
翌
年
度
以
降
に
繰
り
越
せ

る
も
の
で
、
現
行
制
度
で
は

「
７
年
間
」
ま
で
繰
越
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

繰
り
越
し
た
欠
損
金
は
黒

字
と
相
殺
で
き
る
た
め
、

「
ず
っ
と
赤
字
で
や
っ
と
黒

字
が
出
た
と
思
っ
た
の
に
今

度
は
税
負
担
が
急
に
キ
ツ
く

提出期限間近は要注意

い
よ
い
よ
確
定
申
告
シ
ー
ズ

ン
。
申
告
の
手
段
と
し
て
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
完
全
に
移
行
し
た
税

理
士
も
少
な
く
な
い
が
、
郵
送

な
ど
に
よ
り
提
出
し
て
い
る
人

も
ま
だ
多
い
。

郵
送
の
際
に
気
を
付
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
が
、
そ
の
手

段
だ
。
確
定
申
告
書
類
は
「
信

書
」
に
当
た
り
、
信
書
は
郵
便

で
出
す
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
。

信
書
と
い
う
の
は
、
書
状
や
納

品
書
な
ど
、
一
般
的
に
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
郵
便
類
の
こ
と
。

か
つ
て
は
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」

な
ど
も
、
郵
便
の
扱
い
だ
っ
た

た
め
、
問
題
な
く
申
告
書
提
出

に
利
用
で
き
て
い
た
。
だ
が
、

平
成
19
年
に
郵
政
事
業
が
民
営

化
さ
れ
て
か
ら
、
郵
便
法
が
適

用
さ
れ
な
く
な
り
、
扱
い
が
宅

配
便
貨
物
に
。
こ
れ
に
よ
り
、

信
書
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
い
っ
て
も
、
ゆ
う
パ
ッ
ク

だ
か
ら
と
い
っ
て
受
け
取
り
が

拒
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
に
よ
り
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
提
出
日

が
「
発
信
主
義
」
か
ら
「
到
達

主
義
」
へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
だ
。

申
告
書
の
提
出
は
期
限
が
厳

格
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
郵

便
の
場
合
「
消
印
」
が
期
限
内

な
ら
ば
Ｏ
Ｋ
で
あ
る
一
方
、
宅

配
便
は
「
到
達
日
」
が
期
限
内

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
期
限
に
つ
い
て
は
審
判

所
に
審
査
請
求
さ
れ
た
例
も
多

く
、
民
間
の
メ
ー
ル
便
を
使
っ

た
結
果
、
配
送
ミ
ス
で
期
限
が

過
ぎ
た
の
は
期
限
内
に
送
れ
な

か
っ
た
正
当
な
理
由
と
な
る
と

争
っ
た
例
（
平
18
・
３
・
27
）
や
、

集
配
時
間
前
後
に
郵
便
ポ
ス
ト

に
投
函
し
た
と
こ
ろ
消
印
が
期

限
翌
日
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は

郵
便
局
の
事
情
な
の
で
期
限
内

に
送
れ
な
か
っ
た
正
当
な
理
由

と
な
る
と
争
っ
た
例
（
平
9
・

３
・
27
）
な
ど
が
あ
る
。
し
か

し
、
い
ず
れ
も
「
期
限
内
に
間

に
合
う
よ
う
に
送
る
責
任
は
納

税
者
に
あ
る
」
と
し
て
訴
え
は

退
け
ら
れ
て
い
る
。

青
色
申
告
法
人
に
と
っ
て
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
欠
損
金
の

繰
越
控
除
制
度
」。
平
成
23
年
度
税
制

改
正
で
は
、
こ
の
制
度
が
大
き
く
改
正

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
制
限
と
拡
充

が
同
時
に
行
わ
れ
る
改
正
に
な
る
が
、

中
小
企
業
は
制
限
か
ら
逃
れ
、
拡
充
の

恩
恵
の
み
受
け
ら
れ
る
と
い
う
歓
迎
す

べ
き
内
容
だ
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
制
度
だ

け
に
、
対
象
と
な
る
中
小
企
業
の
判
定

ラ
イ
ン
や
適
用
開
始
時
期
な
ど
は
し
っ

か
り
押
さ
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

繰越欠損繰越欠損　　中小企業へやさしく中小企業へやさしく

▼  中小企業に人気の制度が
さらに強化

ゆ
う
パ
ッ
ク　
Ｏ
Ｋ
？
Ｎ
Ｇ
？

e-Tax ダイレクト納付ついでに申請

税
理
士
は
ト
ラ
ブ
ル
を
警
戒

確
定
申
告
の
季
節
だ
。
国
税

当
局
は
、
申
告
に
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

を
使
っ
て
も
ら
お
う
と
広
報
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
注
目
さ
れ
る
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
だ
が
、
最
近
で
は
申
告

だ
け
で
な
く
税
金
の
「
納
付
」

ま
で
で
き
る
「
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
」
機
能
が
登
場
し
、
利
用
者

を
増
や
し
て
い
る
。

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
後
、
即
時

ま
た
は
日
付
指
定
で
税
を
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
が
使
え
る
状
態
で
あ

れ
ば
、
銀
行
の
口
座
番
号
な
ど

を
記
載
し
た
「
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
利
用
届
出
書
」
を
税
務
署
に

送
付
ま
た
は
直
接
持
参
す
れ
ば

使
え
る
よ
う
に
な
る
。
届
出
書

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

作
成
で
き
る
。
届
出
書
提
出
か

ら
お
お
む
ね
１
カ
月
後
、
ダ
イ

レ
ク
ト
納
付
が
可
能
に
な
る
。

ど
う
い
っ
た
人
が
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
と
い
う
と
、
ま
ず
は
「
自
分

で
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
使
い
申
告
し

て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
は
契
約
し
て
い
な

い
人
」。
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
は

以
前
か
ら
使
っ
て
い
る
金
融
機

関
口
座
を
指
定
で
き
る
。
わ
ざ

わ
ざ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
を
始
め
る
必
要
は
な
い
。

ま
た
、
忙
し
い
た
め
「
納
税

も
税
理
士
に
任
せ
た
い
人
」
も

願
い
が
か
な
う
。
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
な
ら
納
税
者
に
代
わ
っ
て

税
理
士
が
納
付
で
き
る
。

た
だ
、
代
行
は
「
後
で
ト
ラ

ブ
ル
に
な
ら
な
い
か
心
配
」（
都

内
税
理
士
）
と
慎
重
に
な
る
税

理
士
も
い
る
。
例
え
ば
、
口
座

残
高
が
足
り
ず
納
税
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
エ
ラ
ー
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
に
届
く
が
、

そ
れ
を
納
税
者
・
税
理
士
が
共

に
見
落
と
す
と
一
大
事
。
納
税

で
き
な
か
っ
た
の
は
誰
の
せ
い

か
で
も
め
る
可
能
性
が
あ
る
。

確
定
申
告
で
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に

触
れ
る
つ
い
で
に
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
を
申
請
す
る
人
も
い
る
だ

ろ
う
が
、
税
理
士
へ
の
納
付
依

頼
は
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

平成22年２月15日から適用が開始
されていた「景気対応緊急保証制度」
の終了が間近に迫っている。
当初から同23年３月31日までの時
限的措置とされていたものだが、延
長が図られなかったために、予定通
りの終了となる。
同制度は、信用保証協会から保証
を受けることで銀行からの融資を受
けやすくするという「保証制度」の
１つで、中小企業の資金繰り支援の
ために、平成21年度の第２次補正予
算で特別に手当てされていた。
その内容は、業績が悪化している
企業向けに用意されたセーフティ
ネット保証の５号の要件を、本来指
定業種のみだったところ、風俗など
を除く全業種まで拡充していたとい
うもの。
今回、「リーマンショック以降の
資金ニーズへ重要な役割を果たして

きたが、最近ではむしろ借り換えの資金需要が
増している」（中小企業庁担当者）ことなどから、
一定の役割を終えたと判断し、延長なしとなっ
た。
他に延長がなかった理由として、「信用保証
協会が100％保証をすることにより、金融機関
がリスクを取らないことの弊害が指摘されてい
る」（同）こともあるという。
また、日本政策金融公庫が行うセーフティ
ネット貸付の拡充措置部分についても、「当初
の予定通り同23年３月末で終了の予定」（同）
となっている。
なお、セーフティネット保証制度およびセー
フティネット貸付制度自体は今後も継続され
る。

緊
急
保
証
制
度　

３
月
末
ま
で

セーフティネット貸付
の拡充も終了予定
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平
成
23
年
度
税
制
改
正
大
綱
で

は
、
相
続
税
の
大
改
正
案
が
示
さ

れ
た
。
正
味
遺
産
額
か
ら
差
し
引

け
る
基
礎
控
除
の
額
を
、
現
行
の

５
千
万
円
か
ら
３
千
万
円
に
、
法

定
相
続
人
の
比
例
控
除
の
額
を
、

１
人
当
た
り
１
千
万
円
の
と
こ
ろ

を
６
０
０
万
円
に
引
き
下
げ
る
と

い
う
も
の
だ
。
つ
ま
り
、「
５
千

万
円
＋
１
千
万
円
×
法
定
相
続
人

数
」
か
ら
「
３
千
万
円
＋
６
０
０

万
円
×
法
定
相
続
人
数
」
に
な
っ

た
わ
け
だ
。

こ
れ
に
よ
り
、
法
定
相
続
人
の

遺
族
が
妻
と
子
２
人
の
場
合
、
今

ま
で
は
合
計
８
千
万
円
以
上
の
資

産
が
な
け
れ
ば
相
続
税
は
発
生
し

な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
今
後
は
４
８

０
０
万
円
以
上
で
発
生
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
持
ち
家
に
ち
ょ
っ
と

し
た
預
金
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で

対
象
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
本

遺
影
お
よ
び
遺
骨
を
祭
り
、
僧
侶

に
よ
る
読
経
と
と
も
に
、
参
列
者

が
焼
香
な
ど
を
行
う
仏
式
の
も
の

だ
っ
た
。
な
お
２
回
行
わ
れ
た
告

別
式
に
要
し
た
費
用
は
、
Ａ
市
で

の
も
の
が
２
０
０
万
円
、
Ｂ
市
で

の
も
の
が
30
万
円
だ
っ
た
。

相
続
税
法
は
葬
式
費
用
の
範
囲

に
つ
い
て
定
め
て
お
ら
ず
、
相
続

税
法
基
本
通
達
13

－

４
で
そ
の
範

囲
に
つ
い
て
、
①
葬
式
も
し
く
は

葬
送
に
際
し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の

前
に
お
い
て
、
埋
葬
、
火
葬
、
納

骨
ま
た
は
遺
骸（
い
が
い
）も
し
く

は
遺
骨
の
回
送
そ
の
ほ
か
に
要
し

た
費
用
（
仮
葬
式
と
本
葬
式
と
を

行
う
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
両

者
の
費
用
）、②
葬
式
に
際
し
、施

与
し
た
金
品
で
、
被
相
続
人
の
職

業
、
財
産
そ
の
ほ
か
の
事
情
に
照

ら
し
て
相
当
程
度
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
要
し
た
費
用
、
③
①
ま
た

は
②
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
葬

式
の
前
後
に
生
じ
た
出
費
で
通
常

葬
式
に
伴
う
も
の
と
認
め
ら
れ
る

も
の
お
よ
び
④
死
体
の
捜
索
ま
た

は
死
体
も
し
く
は
遺
骨
の
運
搬
に

要
し
た
費
用

│
と
し
て
い
る
。

今
回
の
場
合
、
Ａ
市
・
Ｂ
市
ど

ち
ら
の
市
で
行
っ
た
告
別
式
も
、

死
者
の
追
善
供
養
の
た
め
営
ま
れ

る
法
会
（
法
事
）
で
は
な
く
、
死

者
を
葬
る
た
め
に
行
わ
れ
た
儀
式
。

こ
れ
に
よ
り
、
Ｂ
市
の
告
別
式
に

要
し
た
費
用
も
、
同
通
達
に
掲
げ

ら
れ
た
費
用
（
葬
式
に
際
し
要
し

た
費
用
）
に
該
当
す
る
と
考
え
て

良
い
と
当
局
が
回
答
を
示
し
た
。

ぎ
り
ぎ
り
の
ラ
イ
ン
で
相
続
税

の
課
税
対
象
と
な
り
そ
う
な
場
合
、

本
来
家
族
葬
を
希
望
し
て
い
た
が
、

大
々
的
な
葬
儀
を
行
う
こ
と
で
課

税
遺
産
総
額
を
圧
縮
す
る
と
い
う

手
も
あ
り
そ
う
だ
。
た
だ
し
そ
の

場
合
、「
被
相
続
人
の
職
業
、
財

産
そ
の
ほ
か
の
事
情
に
照
ら
し
て

相
当
程
度
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
注
意

し
た
い
。

平
成
23
年
度
税
制
改
正
大
綱
で
は
、
相
続
税
の
大
増
税
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
基
礎
控
除
額
が
大

き
く
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
は
「
ご
く
わ
ず
か
な
人
」
に
し
か
影
響
の
な
か
っ

た
相
続
税
の
問
題
も
、誰
に
で
も
降
り
か
か
っ
て
き
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

相
続
の
際
に
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
財
産
や
控
除
で
き
る
財
産
な
ど
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
押
さ

え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

告別式２回も実態に合わせて控除ＯＫ
▼

悲しみの中でも気になるのは葬式費用…

当
に
相
続
が
「
ひ
と
ご
と
」
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

相
続
の
計
算
は
、
財
産
の
総
額

を
足
し
合
わ
せ
た
「
遺
産
総
額
」

か
ら「
非
課
税
財
産
」「
葬
式
費
用
」

「
受
け
継
い
だ
債
務
」を
差
し
引
き
、

さ
ら
に
そ
こ
に
相
続
開
始
前
３
年

以
内
の
贈
与
財
産
を
足
し
、
３
千

万
円
＋
６
０
０
万
円
×
法
定
相
続

人
数
の
基
礎
控
除
額
を
差
し
引
い

て
計
算
す
る
。

こ
の
よ
う
に
「
葬
式
費
用
」
は

遺
産
総
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
そ
の
葬
式
費
用
に
も

注
意
が
必
要
で
、
そ
こ
に
含
ま
れ

る
の
は
葬
儀
の
費
用
や
お
通
夜
の

費
用
な
ど
の
み
。
香
典
返
し
の
費

用
や
墓
地
や
墓
石
の
購
入
費
用
、

墓
地
の
借
入
料
、
初
七
日
そ
の
ほ

か
法
要
な
ど
の
た
め
の
費
用
は
葬

式
費
用
に
は
含
ま
れ
な
い
。な
お
、

墓
地
・
墓
石
の
購
入
費
用
は
生
前

に
用
意
し
て
お
け
ば
、
非
課
税
財

産
と
し
て
遺
産
総
額
か
ら
控
除
さ

れ
る
。

最
近
で
は
葬
式
の
行
い
方
に
も

多
様
性
が
生
じ
、
従
来
の
仏
式
の

に
加
え
、
儀
礼
的
な
弔
問
者
を
受

け
ず
通
夜
や
告
別
式
だ
け
を
行
う

「
家
族
葬
」
や
、
葬
儀
を
全
く
せ

ず
に
病
院
か
ら
直
接
火
葬
場
へ
と

遺
体
を
送
る
「
直
葬
」
を
希
望
す

る
故
人
も
多
い
。ま
た
、亡
く
な
っ

た
後
に
海
や
山
な
ど
に
骨
を
ま
い

て
ほ
し
い
と
い
う
「
散
骨
」
を
望

む
人
も
増
え
て
い
る
。
故
人
の
こ

う
い
っ
た
要
望
に
応
え
、
遺
族
が

沖
縄
の
海
や
富
士
山
の
山
頂
へ
骨

を
ま
き
に
行
っ
た

│
と
い
っ
た

場
合
、
こ
れ
は
葬
式
費
用
と
し
て

認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

散
骨
葬
式
な
ら
認
め
ら
れ

こ
れ
に
対
し
て
課
税
当
局
は
、

「
葬
式
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の
な
ら
ば
、
費
用
と
し
て
差
し

支
え
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、「
例

え
ば
、
渡
航
し
た
つ
い
で
に
観
光

も
行
う
よ
う
な
場
合
、
全
て
を
葬

式
費
用
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
ど
こ
ま

で
を
葬
式
費
用
に
す
る
か
は
、
観

光
費
用
な
ど
と
切
り
分
け
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
。
豪
華

な
旅
行
を
行
っ
て
「
散
骨
が
故
人

の
遺
志
だ
っ
た
の
で
」
と
言
っ
て

も
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い

わ
け
だ
。

ま
た
先
ご
ろ
、
名
古
屋
国
税
局

が
こ
の
葬
式
費
用
に
つ
い
て
文
書

回
答
事
例
を
示
し
た
。

こ
の
事
例
の
内
容
と
は
、
葬
式

費
用
の
対
象
と
な
る
告
別
式
を
２

回
に
分
け
て
行
っ
た
場
合
、
そ
の

ど
ち
ら
も
葬
式
費
用
と
し
て
非
課

税
財
産
に
算
入
し
て
良
い
の
か
？

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
だ
。

Ａ
市
で
亡
く
な
っ
た
Ｐ
さ
ん
は
、

元
は
Ｂ
市
の
出
身
。
亡
く
な
っ
た

Ａ
市
に
お
い
て
告
別
式
を
行
う
こ

と
に
し
た
が
、
Ａ
市
の
み
で
告
別

式
を
行
う
と
Ｂ
市
に
在
住
の
知
人

や
親
戚
ら
が
告
別
式
に
出
席
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、

参
列
者
の
便
宜
を
考
慮
し
遺
族
の

意
思
に
よ
り
Ａ
市
で
の
告
別
式
の

後
、
Ｂ
市
で
の
告
別
式
を
別
途
執

り
行
っ
た
。

Ａ
市
に
お
い
て
行
わ
れ
た
１
回

目
の
告
別
式
は
、
遺
影
お
よ
び
遺

体
を
祭
り
、
僧
侶
に
よ
る
読
経
と

と
も
に
職
場
や
近
所
の
方
が
焼
香

な
ど
を
行
う
仏
式
で
執
り
行
っ
た
。

ま
た
、
納
骨
前
に
Ｂ
市
に
お
い
て

行
わ
れ
た
２
回
目
の
告
別
式
も
、

ることも

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
…

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
…

相
続
税
ど
こ
ま
で
が
非
課
税
？


